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      備考  ① 論文要旨は， 2,000 字程度とする。 

















































うと、多くのTG, PC, FAについてPeptococcaceae, Lactococcus, Peptostereptococca
ceae, Clostridialesと正の相関が、Prevotella, Akkermansia, Sutterellaと負の相
関があり、腸内細菌が血中の脂質代謝産物に影響を与えている可能性が示唆された。
高大豆油食と高ラード食間で有意に変化している脂質代謝産物を比較すると多数の代
謝産物が同定され、それらの一部は高大豆油食での腸内細菌の有無で有意に変化を認
めており、これらの脂質が高大豆油食で腸内細菌依存的に誘導される耐糖能異常に影
響を与えている可能性が示唆された。 
 〔総括〕 
本研究では、異なる栄養組成を摂取してできた腸内細菌叢が定着したマウスと、同じ
食餌を摂取した無菌マウスの血漿リピドミクス解析を比較した。栄養組成が異なるこ
とで、特有の腸内細菌叢が形成され、それらが宿主の血中脂質プロファイルを大きく
変化させることがわかった。高大豆油食由来の腸内細菌叢は高ラード食よりも血中脂
質組成に与える影響が大きく、糖代謝異常、インスリン抵抗性に関与している可能性
が示唆された。本研究で得られた知見を発展させ、宿主の耐糖能を増悪させる血中代
謝産物の同定、それに対する介入が可能となれば、メタボリック症候群の新たな治療
戦略につながることが期待される。 
 
 
 
 
 
 
 


